



















































































































































（図1 手作りマラカス） （図2 音のリレー）

































































































3. 3. 5. 音色を味わいながら演奏しよう！
～「かぼちゃ」～（第4次）
打楽器の音色を味わう鑑賞をした後もう一度表現
を行っに第2次で手作りマラカスを使ってグループ
ごとに演奏した「かぼちゃ」を今度は打楽器を使って
演奏することにした）「森のカーニバル」匂濫賞したこ
とによって，打楽器への興味は高まっていて，打楽器
を使って演奏することに子どもたちは喜びを感じてい
た。グループごとにどの打楽器を使うのかを考え， さ
らにワークシートに，①音の強弱②音のバランス③い
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きの合わせ方などについてグループでどのように工夫
したいかを考え，記入してから練習に取り組むように
しt:o
くワークシート記入例＞
・どの楽器の音も聞こえるように、最初一人目は音
を大きくするけど、二人目がやる時は、一人目の
人は音を小さくする。（音のバランス）
・「どのくらい」のところで中ぐらいにして、弱い
音から大きくしていく。（強弱）
• さいしょ小さい音からだんだん大きくするように
する。（強弱）
・友だちの音をよくきいてから音をならす。
・リズムについていく。
・みんなで顔を合わせてえんそうする。
・タイミングを合わせる。
・チームワークを大切にする。
そして，最後にグループごとに発表し，自分たちの
グループの演奏と比べて良かった点などの感想を発表
し合った）
4. 授業の考察
本題材では，表現と鑑賞の関連を図るために表現
→鑑賞→表現という単元構成で学習を展開した。第1
次で行ったまねっこ遊びや音のリレーなどの音遊びは，
音楽による仲間とのコミュニケーションとなり，音楽
の基礎となる力を自然に身につけることができる活動
であることが子どもたちの様子から明らかになった。
打楽器の音色を味わう鑑賞を行う前にこのような音遊
びを取り入れたことは，鑑賞への興味づけにもなり，
効果的であったと考える。
そして，歌唱 ・器楽教材「かぼちゃ」を第2次では
手作りマラカスだけを使い，第4次では，打楽器を使
って演奏しt~ 子どもたちの学びの様子を見ていて感
じたのは，第2次で手作りマラカスだけにこだわらず
に，打楽器を使って演奏させた方が良かったかもしれ
ないということであった。手作りマラカスに限定した
意図はあったものの，すでに音遊びなどで打楽器に触
れてきていたのに，手作りマラカスのみを使うことに
したため，子どもたちの演奏意欲を低下させてしまっ
たように感じた。また，打楽器を使って演奏した上で
打楽器の音色を味わう鑑賞を行った方が，より鑑賞へ
の興味 • 関心も高めることができたであろう。
「森のカーニバル」の鑑賞では，打楽器の魅力を子
どもたちにたくさん感じさせたいという思いをもって
いたのだが，学習のねらい（打楽器の音色 ・強弱 ・問
いと答え）が多くなり，何をねらいとするのかが曖昧
になってしまった。子どもたちの気づきには表現にも
生かすことができるようなするどいものがたくさんあ
ったが，ねらいが曖昧になったために，第4次で打楽
器を使って「かぼちゃ」を再度演奏した時に鑑賞で得
た学びや気づきを表現に生かしきれていなかった。ね
らいをもっと明確にし，子どもたちの気づきを教師が
しつかりと拾い上げ，板書も工夫しながら全体で学び
を交流していけるような手立てをもっと考えていく必
要がある。
また，「比べる」ということに関して，音遊びの場面
では， 自分と仲間の出す音を聴き比べながら行うこと
ができ，互いに影響を与えながら打楽器の音を出すこ
とができていナこ鑑賞において，グループごとに行っ
たワークシートによる学習は，仲間の気づきを交流す
ることのできる良い方法であったと考える。しかし，
もっと「かぼちゃ」の演奏場面や鑑賞において， 自分
の気づきと友達の気づきの何を比べていくと良いのか
を教師が子どもに示し，交流するだけでなく，対話し
学び合えるようにできるとよかった。
5 成果と課題
本研究を通して，表現と鑑賞の関連を図ることによ
って，子どもたちの音楽活動への意欲を高めることや，
一人一人が見通しをもって学習に臨めることに効果的
であることが分かった。鑑賞で得た学びや気づきを表
現に生かすことができる力をさらに身に付けさせるた
めには，洪通事項〕を軸にした上で，それぞれの活動
のねらいを明確にし，ねらいに応じた教材選択や教材
研究が大切であると考える。
また，「比べる」活動を授業の中に取り入れることに
よって，仲間の表現や気づきに影響を受け，自分の思
いや意図が膨らみ，より思いが込められた表現につな
がっていくと感じた。ただし，課題として，「比べる」
音楽活動を行う上で，「聴く」環境をもっと整えること
の大切さを実感した。いらない音が無い静けさの中で
こそ音を大切にする姿勢ができ，より充実した音楽活
動になると考える。
以前よりも音楽活動を楽しむ子どもたちの姿も見ら
れるようになった。本実践後，クラスで音楽物語に挑
戦した。その音楽物語の中に打楽器を少しではあるが
使うことにした）「もっと，そこのトライアングルは細
かく音を出した方がそこの場面に合うんじゃない？」
という意見なども出された。自分の思いや意図を大切
にして，学んだことを自分で使いながら楽しんで音楽
活動する子どもが育つよう，さらに研究を重ねていき
たい。
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